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二
〇
一
二
年
九
月

箱
庭
の
外
へ

七
歳
で
広
島
の
資
料
館
を
見
た
時
の
恐
怖
が
あ
と
を
引
き
、
い
い
年

に
な
る
ま
で
「
原
爆
」
を
避
け
て
生
き
て
き
た
。
東
海
村
の
臨
界
事
故
以
降
心
を
入

れ
替
え
た
も
の
の
、
未
だ
に
箱
庭
の
中
に
管
理
さ
れ
た
「
原
爆
」
し
か
知
ら
な
い
な

と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

今
年
の
夏
は
、
幸
い
原
爆
文
学
研
究
会
の
後
三
日
ほ
ど
広
島
に
滞
在
し
、
箱
庭
の
外
を
の

ぞ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
中
で
も
似
島
の
印
象
は
強
烈
だ
っ
た
。
軍
の
検
疫
所
が
あ
っ
た
と

い
う
広
島
沖
の
小
島
に
は
、
原
爆
の
直
後
、
一
万
人
も
の
重
傷
者
や
死
者
が
送
ら
れ
た
と
い

う
。
人
々
は
検
疫
所
に
入
り
き
ら
ず
に
炎
天
下
に
並
べ
ら
れ
、
遺
体
に
な
っ
て
か
ら
も
人
の

火
葬
場
で
は
間
に
合
わ
ず
、
馬
匹
焼
却
炉
で
焼
か
れ
、
あ
る
い
は
土
葬
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

当
時
の
馬
匹
検
疫
所
の
跡
に
建
て
ら
れ
た
似
島
中
学
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
か
ら
多
く
の
遺
骨

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
脇
に
は
、
海
に
向
か
っ
て
慰
霊
碑
が
建
つ
。

だ
が
そ
れ
以
上
に
切
な
い
思
い
を
抱
い
た
の
は
、
当
時
の
第
二
検
疫
所
跡
に
建
つ

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
見
た
時
だ
。
建
物
は
瀟
洒
な
鉄
筋
づ
く
り
で
、
カ
ー
テ
ン
の
向

こ
う
か
ら
は
明
る
い
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
私
の
思
い
は
お
門
違
い

な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
観
音
や
平
和
地
蔵
尊
に
接
す
る
こ
の
ホ

ー
ム
を
眼
に
し
た
時
、
私
は
思
わ
ず
芥
川
の
「
羅
生
門
」
を
思
い
出
し
た
。
引
き
取

り
手
の
な
い
死
者
た
ち
を
、
あ
の
小
説
の
都
人
は
羅
生
門
の
楼
上
に
持
っ
て
き
て
捨

て
た
。
原
爆
の
日
も
、
広
島
の
周
縁
の
こ
の
島
に
重
傷
者
や
死
者
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、

今
も
年
老
い
た
人
が
こ
こ
に
暮
ら
す
。
な
お
、
第
一
検
疫
所
の
跡
に
は
、
戦
後
、
原

爆
孤
児
の
た
め
に
似
島
学
園
が
造
ら
れ
た
が
、
こ
の
学
園
は
今
も
、
様
々
な
事
情
を

抱
え
た
少
年
少
女
の
た
め
の
全
寮
制
学
園
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

見
た
く
な
い
も
の
を
周
縁
に
お
い
や
る
こ
と
で
、
安
全
な
箱
庭
は
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
む
や
み
に
忙
し
い
日
常
生
活
を
耐
え
て
い
け
る
の
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
箱
庭
だ
け
を
手
軽
に
消
費
す
る
軽
薄
さ
に
、
時
に
自
ら
嫌
気
が
さ
す
。

原
爆
文
学
に
も
箱
庭
化
傾
向
が
あ
り
、
泣
い
て
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
な
も

の
が
増
え
た
。
そ
ん
な
中
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
北
米
文
学
の
中
に
確
実
に
核
の
痛

み
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
心
強
か
っ
た
。
箱
庭
の
外
に
向
か
う
力
を
、

こ
れ
か
ら
も
研
究
会
か
ら
得
た
い
と
思
う
。

（
篠
崎
美
生
子
）

二
〇
一
二
年
七
月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）
に
第
三
九
回
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
三
名
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
齋
藤
氏
の
発
表
に
対
し
て
は
「
こ
の
時

期
の
長
崎
の
英
語
教
育
を
担
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
だ
が
、
広
島
は
ど
う
な

の
か
」
、「
戦
後
の
法
と
裁
き
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
中
に
碑
文
論
争
を
置
い
て
み

る
と
ど
う
な
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
、

宇
野
田
氏
の
発
表
に
対
し
て
は
「
サ
ー
ク

ル
運
動
の
二
つ
の
波
を
ど
う
と
ら
え
る

か
」、「「
わ
れ
ら
の
詩
」
と
い
う
と
き
の

「
わ
れ
ら
」
は
地
政
学
的
に
は
ど
れ
ほ
ど

の
射
程
が
あ
っ
た
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ

り
、
小
沢
氏
の
発
表
に
対
し
て
は
、「
大

石
氏
が
い
ま
人
類
史
的
な
ス
パ
ン
で
語
る

の
は
な
ぜ
か
」、「
年
表
を
増
補
し
て
い
く

運
動
に
一
つ
の
思
想
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
二
日
目

は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
九
回
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本
発
表
の
目
的
の
一
つ
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
に
専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
日
本
英
文
学
会
第

回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
四
部

84

門
「
こ
と
ば
と
共
同
体

―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
想
像
力
」
に
お
け
る
私

の
発
表
、
「
核
時
代
の
想
像
力
と
英
文
学
」（
広
島
原
爆
慰
霊
碑
文
論
争
に
注
目
し
、
特

に
碑
文
を
作
成
し
た
英
文
学
者
雑
賀
忠
義
の
戦
中
戦
後
の
発
言
、
そ
し
て
碑
文
（
の
英
訳
）

と
ア
メ
リ
カ
の
存
在
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
試
み
た
も
の
）
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
者
と
の
応
答
に
つ
い
て
、
本
研
究
会
会
員
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
の
発
表
は
日
本
英
文
学
会
の
シ
ン
ポ
と
し
て
は
異
色
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
ず

は
問
題
の
所
在
を
説
明
す
る
こ
と
に
時
間
を
取
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
議
論
を
深
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
フ
ロ
ア
か
ら
は
有
益
な
質
問
も
あ
り
、
例
え

ば
、
雑
賀
に
よ
る
英
訳
の
揺
れ
に
、
個
別
の
事
象
に
こ
だ
わ
る
か
、
普
遍
的
な
立
場

を
求
め
る
か
と
い
う
二
つ
の
立
場
の
対
立
あ
る
い
は
交
渉
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

本
発
表
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
五
月
二
三
日
の
日
本
英
文
学
会
シ
ン
ポ
以
降
に

調
査
し
た
成
果
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
で
は
す
で
に
先

行
研
究
が
あ
る
テ
ー
マ
を
選
び
、
問
題
の
所
在
を
聴
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
た
め
、
私
自
身
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
、
日
本
に
お
け
る
英
米
文
学
英
語
学
の
動

向
を
知
る
た
め
に
は
必
読
の
雑
誌
『
英
語
青
年
』
を
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
五
年

頃
ま
で
読
み
、「
原
子
爆
弾
」「
水
素
爆
弾
」「
広
島
」「
長
崎
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

含
む
記
事
を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
英
米
文
学
英
語
学
者
が

「
核
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
発
言
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
の
か
を
検

◇

研
究
発
表
１

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
文
の
英
訳
に
つ
い
て

―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
想
像
力

齋
藤

一

証
す
る
基
礎
作
業
を
開
始
し
た
。「
核
時
代
初
期
（
一
九
四
五
年
～
五
〇
年
）
の
『
英
語

青
年
』

―
原
子
爆
弾
・
広
島
・
長
崎
関
連
記
事
リ
ス
ト
」
が
そ
の
成
果
で
あ
る
（
活

字
化
す
る
予
定
で
あ
る
）
。
現
在
作
成
中
で
あ
る
が
、
七
月
七
日
の
時
点
で
気
が
つ
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
お
け
ば
、（
１
）
広
島
の
高
等
教
育
機
関
の
動
向
は
か
な
り
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
他
方
長
崎
関
連
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（「
英
米
文
学
科
」
を
有
す
る

文
理
科
大
学
の
存
在
の
有
無
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
、（
２
）
原
爆
投
下
の
当
事

者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
批
判
し
た
記
事
は
（
予
想
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
）
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い
、（
３
）
広
島
市
の
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
（
男
女

学
生
合
同
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』）
の
開
催
な
ど
、
英
米
圏
の
言
語
や
文
化
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
試
み
は
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、「
英
語
ク
ラ
ブ

"T
he

B
om

b
T

hat
Fell

on
A

m
erica"

」

（『
英
語
青
年
』

巻

号
〔
一
九
四
九
年
六
月
〕）

―

H
erm

an
H

agedorn,
"T

he
B

om
b

95

6

T
hat

Fell
on

A
m

erica"

を
「
戦
後
文
学
の
最
も
注
目
す
べ
き
作
品
の
一
つ
と
し
てN

ew

Y
ork

T
im

es

其
の
他
に
紹
介
さ
れ
た
」
と
報
じ
る
記
事

―
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
。

今
後
も
こ
の
作
業
を
継
続
し
つ
つ
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
頃
か
ら
広
島
文
理
科
大

学
を
中
心
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
雑
誌

E
nglish

や

U
rn

に
つ
い
て
も
調
査
を
開
始

し
、
「
原
子
爆
弾
」
や
「
核
」
と
い
っ
た
事
態
に
対
し
て
英
米
文
学
英
語
学
者
は
ど

の
よ
う
な
言
葉
を
紡
い
で
い
た
の
か
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

本
報
告
で
は
、
被
爆
地
広
島
の
サ
ー
ク
ル
詩
誌
『
わ
れ
ら
の
詩
』（
一
九
四
九
年
一

一
月
～
一
九
五
三
年
一
一
月
）
と
そ
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
詩
人
峠
三
吉
（
一
九
一
七

◇

研
究
発
表
２

被
爆
地
広
島
の
サ
ー
ク
ル
詩
誌
『
わ
れ
ら
の

詩
』
と
峠
三
吉

宇
野
田

尚
哉



- 3 -

年
二
月
～
一
九
五
三
年
三
月
）
を
取
り
上
げ
、
と
く
に
前
者
が
戦
後
の
サ
ー
ク
ル
運
動

の
な
か
で
占
め
て
い
た
位
置
や
、
そ
の
性
格
、
意
義
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ま
ず
指
摘
し
た
の
は
、
『
わ
れ
ら
の
詩
』
は
、

戦
後
の
サ
ー
ク
ル
運
動
の
二
つ

(1)

の
波
（
一
九
四
九
年
ま
で
と
一
九
五
三
年
か
ら
）
の
谷
間
に
位
置
す
る
と
同
時
に
、
戦

後
の
平
和
運
動
の
最
初
の
高
揚
期
に
対
応
す
る
サ
ー
ク
ル
誌
で
あ
っ
た
こ
と
、

戦
(2)

後
広
島
の
文
化
運
動
を
継
承
す
る
と
同
時
に
、
全
国
的
な
サ
ー
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
志
向
す
る
サ
ー
ク
ル
誌
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

広
島
県
下
に

(3)

多
数
の
支
部
を
設
け
る
と
い
う
『
わ
れ
ら
の
詩
』
の
拡
大
方
針
は
功
罪
相
半
ば
す
る

結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
『
わ
れ
ら
の
詩
』
の
立
場
と
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
ピ
ー
ク
と
言

う
べ
き
第
八
号
と
そ
の
前
後
の
号
に
主
と
し
て
注
目
し
な
が
ら
論
じ
た
。
そ
の
際
に

指
摘
し
た
の
は
、
『
わ
れ
ら
の
詩
』
は
、
〈
平
和
勢
力
（
ソ
連
・
新
中
国
・
北
朝
鮮
）

対

戦
争
挑
発
者
（
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
傀
儡
の
吉
田
政
権
・
李
承
晩
政
権
）
〉
と
い
う
認

識
枠
組
に
立
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
立
場
か
ら
朝
鮮
戦
争
前
後
の
時
局
に

介
入
し
よ
う
と
し
た
サ
ー
ク
ル
誌
で
あ
り
、
た
と
え
ば
そ
こ
で
言
わ
れ
る
「
平
和
」

も
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
解
釈
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
「
峠
ら
共
産
党
系
の
活
動
家
た
ち
の
運
動
そ
の
も
の
は

孤
立
し
て
、
民
衆
に
訴
え
る
力
は
な
か
っ
た
」（
藤
原
修
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
世
紀
」
）
と

評
価
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
こ
の
評
価
に
も
一
定
の
妥

当
性
は
あ
る
と
言
え
る
が
、
し
か
し
、
占
領
下
／
朝
鮮
戦
争
下
に
あ
っ
て
被
爆
体
験

に
関
わ
る
表
現
を
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
な
な
か
で
な
さ
れ
た
『
わ
れ
ら
の
詩
』

の
表
現
活
動
の
射
程
は
、
そ
の
政
治
的
命
運
と
は
別
に
、
あ
ら
た
め
て
考
察
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
そ
の
よ
う
な
考
察
の
必
要
性
と
可
能
性
を
示
し
、
今

後
な
さ
れ
る
べ
き
研
究
の
展
望
を
開
い
た
。

第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
・
大
石
又
七
（
一
九
三
四
～
）
は
、
一
九
五
四
年
三
月
、

太
平
洋
上
で
米
国
の
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
被
爆
し
た
。
八
〇
年
代
半
ば
に
沈
黙
を
破

っ
て
体
験
を
語
り
は
じ
め
、
九
〇
年
代
か
ら
は
『
ビ
キ
ニ
事
件
の
真
実
』
を
は
じ
め

と
す
る
著
作
で
、
同
事
件
の
「
決
着
」
を
め
ぐ
る
歴
史
を
追
究
、
精
力
的
な
講
演
活

動
と
個
人
と
し
て
の
発
言
を
つ
づ
け
る
。
そ
の
批
判
的
眼
差
し
は
核
兵
器
廃
絶
の
み

な
ら
ず
、
日
米
両
政
府
の
核
戦
略
、
原
発
問
題
に
ま
で
及
ぶ
。

報
告
で
は
、
彼
の
表
現
を
個
的
な
体
験
か
ら
出
発
し
、
普
遍
性
・
一
般
性
へ
の
通

路
を
見
い
だ
し
て
い
く
大
衆
的
思
想
と
し
て
と
ら
え
、
特
に

書
き
言
葉
以
前
の

(1)

模
型
船
の
手
づ
く
り
な
ど
、
モ
ノ
・
身
体
性
を
媒
介
と
す
る
表
現
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ

(2)

ィ
レ
ク
タ
ー
と
の
出
会
い
に
よ
る
書
き
言
葉
の
獲
得
、

死
生
観
の
変
化
、

各

(3)

(4)

著
作
と
自
筆
年
表
の
上
書
き
に
み
る
歴
史
認
識
な
ど
を
分
析
し
た
。

一
四
歳
で
漁
師
と
な
っ
た
大
石
は
、
自
ら
が
巻
き
込
ま
れ
た
出
来
事
の
意
味
を
理

解
す
る
た
め
に
、
学
校
教
育
や
本
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
（
報
道
番
組
）
を

熱
心
に
視
聴
し
、
専
門
家
に
教
え
を
請
う
こ
と
で
知
識
を
広
げ
、
歴
史
の
「
真
実
」

を
追
い
求
め
た
。
だ
が
、
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
的
な
問
い
に
答
え
は
な
く
、
「
事
実
」

が
次
々
と
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
体
験
の
意
味
も
変
化
し
た
。
そ
れ
は
と
り
も
な

お
さ
ず
、
体
験
へ
と
何
度
も
立
ち
戻
り
（
過
酷
な
記
憶
に
何
度
も
引
き
戻
さ
れ
）
、
歴

史
／
世
界
史
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
往
復
作
業
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験

を
経
て
、
彼
は
日
本
政
府
か
ら
も
国
民
・
原
水
禁
運
動
か
ら
も
忘
却
さ
れ
た
水
爆
被

害
者
＝
「
被
爆
者
」
と
い
う
主
体
を
立
ち
上
げ
、
自
分
に
は
（
死
ん
で
い
っ
た
／
口

を
開
く
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間
に
代
わ
っ
て
）
体
験
を
語
り
つ
づ
け
る
「
責
任
」
が
あ

◇

研
究
発
表
３

大
石
又
七
の
表
現

―
核
と
向
き
合
う
戦
後
思
想
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て

小
沢

節
子
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る
と
い
う
当
事
者
認
識
に
至
る
。

大
石
の
体
験
の
核
心
に
は
、
二
〇
歳
の
若
者
と
し
て
味
わ
っ
た
死
の
恐
怖
や
差
別
、

第
一
子
の
奇
形
と
死
産
と
い
っ
た
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
私
の
苦
し
み
」
が

存
在
す
る
が
、
家
族
を
含
む
他
者
と
の
関
係
性
を
（
再
）
構
築
し
、
自
ら
を
開
い
て

い
く
資
質
も
ま
た
、
彼
の
思
想
を
特
徴
づ
け
る
。
体
験
の
強
度
故
の
苦
し
み
の
感
受

か
ら
生
ま
れ
る
思
想
は
、
戦
争
／
原
爆
体
験
等
を
ふ
ま
え
た
戦
後
大
衆
思
想
の
ひ
と

つ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

C
onvinced

that
few

A
m

ericans
have

considered
"the

terrible
im

plications"

and
"incredible

destructive
pow

er"
of

the
atom

ic
bom

b
dropped

on
H

iroshim
a,

editors
of

T
he

N
ew

Y
orker

devoted
the

entire
m

agazine
issue

of
A

ugust
31,

1946
to

a
piece

by
John

H
ersey

entitled
"A

R
eporter

at
L

arge:
H

iroshim
a"

("T
o

O
ur

R
eaders"

15).
L

ater
that

year,
A

lfred
A

.
K

nopf
published

H
ersey's

account
in

book
form

by
its

subtitle,
H

iroshim
a,

the
title

by
w

hich
readers

around
the

w
orld

know
it

today.
Publication

of
H

iroshim
a

m
arks

the

beginning
of

nuclear
literature

in
the

U
nited

States,
and

its
concern

w
ith

the

afterm
ath

of
the

atom
ic

bom
bing

of
H

iroshim
a

rem
ains

a
com

m
on

topic
in

nuclear
texts

of
all

form
s,

from
essays

to
fiction

to
docum

entary
film

s.
T

hree

other
com

m
on

them
es

in
nuclear

literature
and

film
include

N
uclear

A
ttack/

A
pocalypse,

N
uclear

A
nxiety,

and
N

uclearism
and

the
E

nvironm
ent.

A
s

this

presentation
m

akes
clear,

these
four

m
otifs

continue
to

inform
and

inspire

◇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て
」
報
告
３

N
uclearism

and
P

ost-W
ar

A
m

erican
C

ulture

（
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
文
化
）

M
ichael

G
orm

anm
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン

A
m

erican
books,

film
s,

and
w

orks
in

other
m

edia
like

video
gam

es.

（
一
九
四
六
年
八
月
三
一
日
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
「
恐
ろ
し
い
影
響
」
と
「
驚

異
的
な
破
壊
力
」
に
つ
い
て
考
慮
す
る
ア
メ
リ
カ
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
を
確
信

し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
誌
の
編
集
者
は
、
全
紙
面
を
割
い
て
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
の
「A

R
eporter

at
L

arge:
H

iroshim
a

」
を
掲
載
し
た
。
同
年
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ａ
・
ク
ノ

ッ
フ
は
ハ
ー
シ
ー
の
記
事
に
、
も
と
も
と
副
題
で
あ
り
、
い
ま
で
は
世
界
中
の
読
者
に

よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
『H

iroshim
a

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
出
版
し
た
。

『H
iroshim

a

』
の
出
版
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
核
文
学
の
誕
生
を
意
味
す
る
。
同
時

に
『H

iroshim
a

』
が
示
し
た
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
余
波
に
対
す
る
関
心
は
、
エ

ッ
セ
イ
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
至
る
全
て
の
形
式
の
核
文
学
な

か
で
、
現
在
で
も
共
通
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
核
文
学
・
映
画
に
共
通
し

た
テ
ー
マ
は
他
に
も
、
「
核
攻
撃
・
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
」
「
核
の
不
安
」
「
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
リ

ズ
ム
と
環
境
」
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
文
学
作
品
や
映
画
、
そ
し
て
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
特
徴
づ
け
、
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。）

一
九
四
五
年
七
月
十
六
日
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
・
ミ
サ
イ

ル
実
験
場
で
世
界
初
の
核
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
南
西
部
で
は
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
、
プ
エ
ブ
ロ
族
や
ナ
バ
ホ
族
な
ど
の
先
住
民
た
ち
が
、
ウ
ラ
ニ

ウ
ム
鉱
山
や
製
錬
場
で
働
い
て
い
る
。
今
回
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱

山
や
製
錬
場
で
働
い
た
経
験
を
持
つ
ア
コ
マ
・
プ
エ
ブ
ロ
族
出
身
の
サ
イ
モ
ン
・

◇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て
」
報
告
２

核
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
文
学

―
サ
イ
モ
ン
・
Ｊ
・
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
の
詩
を
中
心
に松

永

京
子
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Ｊ
・
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
詩
集
『
フ
ァ
イ
ト
バ
ッ
ク
』（
一
九
八
〇
）
に
収
録
さ
れ

た
詩
を
中
心
に
、ア
メ
リ
カ
南
西
部
に
お
け
る
核
の
植
民
地
主
義
の
問
題
に
注
目
し
、

オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
の
詩
が
い
か
に
〈
核
の
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
〉
の
概
念
を
転
覆
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

冷
戦
時
代
、
〈
核
戦
争
が
終
末
を
も
た
ら
す
〉
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
、
核
軍
事
や

核
産
業
が
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
先
住
民
の
土
地
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
た
ら
し
て
き

た
破
壊
的
現
状
を
不
可
視
化
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
北
米
に
お
け

る
「
新
大
陸
発
見
」
以
降
の
植
民
地
主
義
政
策
は
、
先
住
民
族
を
〈
消
え
ゆ
く
ア
メ

リ
カ
人
〉
と
み
な
し
、
先
住
民
文
化
を
抹
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
オ
ー

テ
ィ
ー
ズ
は
、
こ
の
よ
う
な
北
米
植
民
地
化
の
歴
史
を
、
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
歴
史

に
置
き
換
え
、
核
に
よ
る
侵
略
を
植
民
地
主
義
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
詩
編
「
最
下
坑
か
ら
は
じ
め
る
」
で
は
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
山

の
最
下
坑
で
働
く
ラ
グ
ー
ナ
や
ア
コ
マ
の
先
住
民
た
ち
が
、
常
に
社
会
の
底
辺
に
置

か
れ
て
き
た
現
実
が
映
し
出
さ
れ
、
〈
核
の
植
民
地
化
〉
が
先
住
民
の
生
活
や
文
化

に
も
た
ら
し
て
き
た
破
壊
的
影
響
力
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
は
、
核
に
よ
る
終
末
論
的
想
像
力
に
対
抗
す
る
〈
サ
バ
イ
バ

ル
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
〉
を
提
示
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。
詩
編
「
私
の
い
い
た
い
こ
と
」

の
な
か
で
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
は
、
人
種
を
超
え
た
労
働
者
の
連
帯
、
そ
し
て
〈
語
る
〉

と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
核
に
よ
る
植
民
地
主
義
を
転
覆
す
る
力
を
秘
め
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
。

終
末
論
的
想
像
力
が
〈
核
の
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
〉
や
〈
消
え
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
人
〉
の

レ
ト
リ
ッ
ク
を
助
長
す
る
一
方
で
、
生
き
残
っ
て
き
た
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ナ

リ
オ
が
自
分
た
ち
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
証
明
し
て
き
た
。
オ
ー
テ

ィ
ー
ズ
の
詩
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
証
明
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Joy
K

ogaw
a

のO
basan

(1981)

は
、K

ogaw
a

の
自
伝
的
要
素
を
含
ま
せ
な
が

ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
強
制
収
容
や
立
ち

退
き
を
主
に
描
き
、
日
系
三
世
カ
ナ
ダ
人
のM

egum
i

N
aom

i
N

akane

の
視
点
を

中
心
に
展
開
し
て
い
く
。O

basan

に
お
け
る
戦
争
や
強
制
収
容
は
、N

aom
i

の
視

点
だ
け
で
な
く
、N

aom
i

の
周
囲
の
「
オ
バ
サ
ン
」
た
ち
、
つ
ま
り
女
性
た
ち
の
声

や
姿
な
ど
様
々
な
方
向
か
ら
描
か
れ
、
そ
れ
を
辿
る
と
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
周
縁
性
や

人
種
差
別
な
ど
の
強
制
収
容
に
至
っ
た
根
源
的
な
諸
問
題
に
至
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭

か
ら
作
品
全
体
を
覆
う
あ
る
謎
の
結
末
と
し
て
原
爆
が
用
い
ら
れ
る
。
発
表
で
は
、

な
ぜ
強
制
収
容
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
中
に
「
原
爆
」
の
問
題
が
用
い
ら
れ
た
の

か
、
そ
の
意
図
を
段
階
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

は
じ
め
に

N
aom

i

の
母
宛
の
手
紙
の
形
式
を
と
っ
た

E
m

ily

お
ば
さ
ん
の
日
記

が
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
「
集
団
の
記
憶
」
を
蘇
ら
せ
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
周
縁
化
さ

れ
た
立
場
、
つ
ま
り
「
被
害
者
」
と
し
て
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
主
人
公

N
aom

i

の
嫌
悪
感
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

一
方
で
、N

aom
i

も
家
族
の
写
真
か
ら
蘇
る
自
身
の
強
制
移
住
の
記
憶
か
ら
人
種
差

別
や
女
性
へ
の
性
的
暴
力
を
示
唆
す
る
夢
へ
と
戦
争
に
つ
い
て
の
本
質
的
思
考
に
至

っ
て
い
く
。
被
害
者
と
し
て
の
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
を
嫌
悪
し
つ
つ
も
、
写
真
が
、

周
縁
化
さ
れ
た
立
場
の
「
集
団
の
記
憶
」
と
「
家
族
の
記
憶
」
の
両
側
面
か
ら
「
戦

争
」
を
見
直
す
役
割
を
果
た
し
、N

aom
i

の
失
わ
れ
た
記
憶
を
呼
び
戻
す
装
置
と
し

て
の
二
つ
の
重
要
な
機
能
を
持
つ
こ
と
に
注
目
し
た
。

そ
し
て
原
爆
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
主
人
公
が
長
年
抱
い
て
い
た
謎
を
解
き
明
か
す

カ
ギ
と
な
る
こ
と
で
、
作
品
自
体
が
「
戦
争
と
は
何
か
」
、「
加
害
者
と
は
、
被
害
者

◇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て
」
報
告
３

日
系
カ
ナ
ダ
人
作
家Joy

K
ogaw

a

の
作
品

に
お
け
る
「
原
爆
」

松
尾

直
美
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と
は
何
か
（
誰
か
）
」
と
い
う
大
き
な
問
題
を
主
人
公

N
aom

i

や
読
者
に
問
い
か
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
単
な
る
自
伝
的
な
強
制
収
容
物
語
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
は

N
aom

i

自
身
の
曖
昧
な
戦
争
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
、「
過
去
」
と
直
面

し
、
自
己
を
取
り
戻
す
過
程
と
連
結
し
て
い
く
こ
と
を
結
論
と
し
た
。

最
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
高
野
吾
朗
氏
、
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
報
告
者
で
あ
るM

ichael
G

orm
an

氏
、
松
永
京
子
氏
、
そ
し
て
示
唆
に
富
む
活

発
な
質
疑
応
答
、
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
フ
ロ
ア
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
九
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
二
年
七
月
七
日
（
土
）
一
三
時
よ
り
／
八
日
（
日
）
九
時
一
〇
分
よ
り

○

会
場

広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｌ
４
０
４
教
室

○

研
究
発
表
（
一
日
目
）

発
表
１

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
文
の
英
訳
に
つ
い
て

―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
想
像
力

齋
藤

一

発
表
２

被
爆
地
広
島
の
サ
ー
ク
ル
詩
誌
『
わ
れ
ら
の
詩
』
と

峠
三
吉

宇
野
田

尚
哉

発
表
３

大
石
又
七
の
表
現

―
核
と
向
き
合
う
戦
後
思
想
の

ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て

小
沢

節
子

○

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て
」（
二
日
目
）

報
告
１

N
uclearism

and
P

ost-W
ar

A
m

erican
C

ulture

マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン

報
告
２

核
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
文
学

―
サ
イ
モ

ン
・
Ｊ
・
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
の
詩
を
中
心
に

松
永

京
子

報
告
３

日
系
カ
ナ
ダ
人
作
家Joy

K
ogaw

a

の
作
品
に
お
け
る

「
原
爆
」

松
尾

直
美

コ
メ
ン
ト

高
野

吾
朗

彙

報

全
体
討
論

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

高
野
吾
朗
）

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
一
一
号
の
原
稿
を

左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の
他
、
エ

ッ
セ
イ
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

○

書

式

縦
書
き
、
二
九
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○

投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一
二

年
一
〇
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添

付
し
て
の
投
稿
の
場
合
は
同
年
一
〇
月
末
日
。

○

発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、
一
〇

〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○

投
稿
宛
先

〒
八
一
四
―
〇
一
八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室

今
号
か
ら
会
報
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
九
州
、
関
西
、
関
東
、
国
外
か

ら
集
め
、
北
九
州
で
編
集
し
、
福
岡
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
新
し
い
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
次
号
の
「
原
爆
文
学
研
究
」
で
特
集
を
組
む
予
定
で
す
。

（
楠
田
剛
士
）

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
一
一
号
原
稿
募
集

編
集
後
記

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
四
―
〇
一
八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室
内

tel:092-871-6631

（
代
表
）/e-m

ail:nakanok@
fukuoka-u.ac.jp

U
R
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http://w
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.genbunken.net/


